
七名の受式者の方と参詣の方が一緒に
お勤めをされました。

三条別院の報恩講で御連枝よりお剃刀を
受けている様子です。

帰
敬
式
を
受
け
ま
し
ょ
う

今
年
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
チ
ビ
ッ
子
か
ら
ジ
イ
ち
ゃ
ん
・
バ
ァ
ち
ゃ
ん 

皆
さ
ん
で
お
越
し
下
さ
い

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
浄
照
寺
で
帰
敬
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
十
一
月
一
日

の
感
謝
法
要
に
合
わ
せ
て
七
名
の
方
が
受
式
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
毎
年
十
一
月
一
日
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ま
だ
受
式
さ
れ
て
い

な
い
方
は
是
非
お
受
け
下
さ
い
。
詳
し
く
は
お

寺
ま
で
お
問
合
せ
を
。

親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
る
二
十
八
日
の
夜
に
開
催

し
て
い
た
聞
法
会(

ア
ン
ジ
ャ
リ)

が
今
年
の
五
月

か
ら
は
二
十
八
日
の
午
前
十
時
～
の
開
始

に
な
り
ま
す
。日
時
を
よ
く
ご
確
認
頂
き
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
お
参
り
下
さ
い
。

聞
法
会(

ア
ン
ジ
ャ
リ)
が
変
わ
り
ま
す

今年の帰敬式の様子

平
成
二
十
六
年
度
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

き
き
ょ
う
し
き

本
山 

(

真
宗
本
廟)

や
三
条
別
院
で
も

受
式
が
可
能
で
す

真
宗
本
廟 （
東
本
願
寺
）で
は
、基
本
的
に
毎
日
、

御
影
堂
に
お
い
て
、帰
敬
式
を
午
前
と
午
後
の

二
回
執
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、三
条
別
院
の
十
一
月
の
報
恩
講
で
も
帰

敬
式
を
執
行
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
お
い
て

も
帰
敬
式
を
御
希
望
の
方
は
浄
照
寺
ま
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。お
手
続
き
を
致
し
ま
す
。

聞
法
会
の
ご
案
内

・
平
成
二
十
七
年
の
開
催
日 =

 

五
月
、
六
月
、
七
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
、
十
月
の
二
十
八
日

・
午
前
十
時 

～ 

お
勤
め (

正
信
偈 

同
朋
奉
賛)

　

十
時
半
頃
～  

法
話 (

六
十
分
程
度)

    　

※

法
話
後
、
お
茶
の
時
間
を
少
し
お
取
り
し
て
い
ま
す
。

【 

講
師 

】 

五
月 …

 

副
住
職

 

﹁
写
真
で
見
る
仏
教
と
日
本
の
お
寺
の
歴
史
﹂

六
月
以
降 …

 

三
条
教
区
内
講
師

　

教
区
内
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
ご
法
話
を

　

聴
聞
致
し
ま
す
。

写
真
で
振
り
返
る　修正会

(1月1日・2日)

花まつり
 (4月8日)

寺ヨガ
(4月～9月)

お寺deシネマ
　(7月12日)

　 盆参
(8月1日～2日)

感謝法要<帰敬式>

　　　(11月1日)

春季みのりの会<春彼岸>

　　　(3月21日)

秋季みのりの会<秋彼岸>

　　　(9月23日)

!


